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【警　告】
　＜使用方法＞

・“気泡検知”表示時に、エアーディテクターの下方のチュー
ブを指で直接つまんで押しながら、エアーをエアーディテク
ターの上方にある圧力チャンバー内に移動させ、プライミン
グで除去してから、次の操作を行うこと。［チューブ内のエ
アーが患者の体内に入る可能性があるため］
・“異常過熱”表示時に、本品専用の加温チューブが取り付け
られている状態で輸血・輸液を行わないこと。［高温状態に
なったと想定される輸血等を注入する恐れがあるため］
・緊急時のマニュアル操作では、すべての安全機能が停止した
状態にある。患者ラインをモニターし、患者側にエアーが入
らないように操作を行うこと。［空気塞栓を引き起こす恐れ
があるため］
・過度のあるいは長期の再循環は行わないこと。［ポンプヘッ
ドのローラーに繰り返し触れることで赤血球に損傷を与える
ことがあるため］
・患者の自己血を使用するときは、微小凝集塊除去用フィルタ
ーを必ず使用すること。［微小凝集塊による副作用を引き起
こす恐れがあるため］
・赤血球濃縮液の輸血において、微小凝集塊による副作用が懸
念される症例には微小凝集塊除去フィルターを使用すること
。［微小凝集塊による副作用を引き起こす恐れがあるため］

【禁忌・禁止】
　＜使用方法＞

・本品には、専用の加温チューブ以外は使用しないこと。［設
計上の性能を発揮できないため］
・薬剤投与を目的とした症例へ使用しないこと。［本品の使用
目的は【使用目的又は効果】に記載した範囲であり、薬剤投
与を目的としていないため］
・本品の流速範囲外での注入が必要な症例へ使用しないこと。
［設計上の性能を発揮できないため］
・乳酸加リンゲル液等のカルシウムを含む溶液、ブドウ糖溶液
や低張塩化ナトリウム溶液とクエン酸血液製剤を混ぜて使用
しないこと。抗凝固処理血液のみ使用すること。［血液製剤
が凝固する恐れがあるため］
・血小板、寒冷沈沈降物又は顆粒球懸濁液の加温に使用しない
こと。［専用の加温チューブのヒートエクスチェンジャーが
閉塞する恐れがあるため］
・輸血・輸液の急速投与が禁忌となっている症例へ使用しない
こと。［健康被害の恐れがあるため］
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【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】

選任製造販売業者 ：メディコノヴァス株式会社
電話番号　　 ：045-319-4981
外国特例認証取得者 ：Belmont Instrument LLC（アメリカ合衆国）
外国製造業者 ：Belmont Instrument LLC（アメリカ合衆国）
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